




要 約:人の脳には極めて大きな可塑性かある.人はこの可塑性によってヘレン・ケラーの

ように,視覚と聴覚を奪われても,なお,体性感覚を使って言語を獲得し,その言語によっつ

て世界を自らの心の中に取り込むことが可能になる.発達過程はこのような脳の可塑的変

化の集約的な発現の場であり,この過程の神経組織学的・生理学的・行動学的動態を理解

することは,心身障害児の療育指導を改善していく上で重要な示唆と理論的根拠を与える

であろう.こうした観点から本研究協力者は脳の発達と可塑性に関する内外の文献を渉猟

し, レビューを行い,また,自らも動物実験を行い,心身障害児の診断,治療, リハビリテー

ション,あるいは福祉に関する領域ヘ基礎医学の側から架橋をかけようとするものである.

ここでは私達の行った神経修復に関する動物実験の成績を報告する.


